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(57)【要約】
【課題】ディスクリネーションによる画像劣化を効果的
に抑える。
【解決手段】液晶駆動装置は、入力映像信号１０１に基
づいて液晶表示素子１０８の画素ごとの階調値を設定す
る階調設定手段１０４と、液晶表示素子の特定画素に対
して入力映像信号に基づいて設定された階調値を用いて
、該特定画素にディスクリネーションが発生するか否か
を判定するディスクリネーション判定手段１０３とを有
する。階調設定手段は、ディスクリネーションが発生す
るとの判定がなされた場合に、特定画素に対して設定す
る階調値を、該特定画素の周辺画素に対して入力映像信
号に基づいて設定された階調値を用いて周期的に変更す
る。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示素子を駆動する液晶駆動装置であって、
　入力映像信号に基づいて前記液晶表示素子の画素ごとの階調値を設定する階調設定手段
と、
　前記液晶表示素子の特定画素に対して前記入力映像信号に基づいて設定された前記階調
値を用いて、該特定画素にディスクリネーションが発生するか否かを判定するディスクリ
ネーション判定手段とを有し、
　前記階調設定手段は、前記ディスクリネーションが発生するとの判定がなされた場合に
、前記特定画素に対して設定する階調値を、該特定画素の周辺画素に対して前記入力映像
信号に基づいて設定された前記階調値を用いて周期的に変更することを特徴とする液晶駆
動装置。
【請求項２】
　　前記階調設定手段は、前記ディスクリネーションが発生するとの判定がなされた場合
に、
　前記特定画素に対して設定する階調値を、前記特定画素の数よりも多い複数の前記周辺
画素のうち一部の周辺画素に対して前記入力映像信号に基づいて設定された前記階調値を
用いて周期的に変更するとともに、
　前記一部の周辺画素を前記複数の周辺画素において循環的に変更することを特徴とする
請求項１に記載の液晶駆動装置。
【請求項３】
　前記ディスクリネーション判定手段は、前記特定画素と該特定画素に隣接する画素のそ
れぞれに対して前記入力映像信号に基づいて設定された２つの前記階調値のうち一方が第
１の所定範囲内にあり、他方が第２の所定範囲内にあることで前記ディスクリネーション
が発生すると判定することを特徴とする請求項１または２に記載の液晶駆動装置。
【請求項４】
　前記入力映像信号が静止画を表示する静止画信号が否かを判定する映像判定手段を有し
、
　前記階調設定手段は、前記入力映像信号が前記静止画信号との判定がなれた場合に前記
特定画素に対する前記階調値の変更を行うことを特徴とする請求項１から３のいずれか一
項に記載の液晶駆動装置。
【請求項５】
　液晶表示素子と、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の液晶駆動装置とを有することを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項６】
　コンピュータに、入力映像信号に基づいて液晶表示素子の画素ごとの階調値を設定する
処理を実行させるコンピュータプログラムとしての液晶駆動プログラムであって、
　前記コンピュータに、
　前記液晶表示素子の特定画素に対して前記入力映像信号に基づいて設定された前記階調
値を用いて、該特定画素にディスクリネーションが発生するか否かを判定させ、
　前記ディスクリネーションが発生すると判定した場合に、前記特定画素に対して設定す
る階調値を、該特定画素の周辺画素に対して前記入力映像信号に基づいて設定された前記
階調値を用いて周期的に変更させることを特徴とする液晶駆動プログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示素子におけるディスクリネーションによる画質劣化を低減する技術
に関する。



(3) JP 2016-153816 A 2016.8.25

10

20

30

40

50

【背景技術】
【０００２】
　液晶表示素子では、隣接する画素に対して互いに異なる駆動電圧が印加された際に該隣
接画素間で発生する横電界に起因するディスクリネーションと呼ばれる液晶の配向乱れが
問題となる。このようなディスクリネーションによる画像劣化を低減させる方法として、
特許文献１および特許文献２にて開示された方法がある。特許文献１にて開示された方法
では、注目画素とその周辺画素とが所定の階調の対応関係を満足する画素ペアの数に基づ
く特徴量を生成し、該特徴量が閾値よりも大きければ入力画像信号の階調値のダイナミッ
クレンジを小さくする補正を行う。一方、特許文献２にて開示された方法では、ディスク
リネーションによって変化した画素の輝度を、該画素に印加する電圧を変化させることで
補正する（本来の値に近づける）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２０３０５２号公報
【特許文献２】特開２００９－２３７３６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１にて開示された方法では、ディスクリネーションによる画像
劣化領域以外の画素についても補正がかかってしまい、この補正自体が画像の品質を低下
させる原因となるおそれがある。具体的には、低反射率（または低透過率）の部分が浮き
上がり、高反射率（または高透過率）の部分が沈んでコントラスト感が低下する。
【０００５】
　これに対して、特許文献２にて開示された方法では、ディスクリネーションによる劣化
画素に対してのみ補正を行う。しかし、高輝度画素領域でディスクリネーションによる画
質劣化（輝度低下）を補正するために駆動電圧を高めようとしても、その上限値との関係
で駆動電圧を高くすることができず、その結果、補正を十分に行うことができない場合が
ある。また、特許文献２では、ディスクリネーションが発生する画素に印加する駆動電圧
に補正値を加算するため、その補正を加えたことが新たなディスクリネーションを発生さ
せるおそれがある。
【０００６】
　本発明は、ディスクリネーションによる画像劣化を効果的に抑える処理を行えるように
した液晶駆動装置および液晶表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一側面としての液晶駆動装置は、入力映像信号に基づいて液晶表示素子の画素
ごとの階調値を設定する階調設定手段と、液晶表示素子の特定画素に対して入力映像信号
に基づいて設定された階調値を用いて、該特定画素にディスクリネーションが発生するか
否かを判定するディスクリネーション判定手段とを有する。そして、階調設定手段は、デ
ィスクリネーションが発生するとの判定がなされた場合に、特定画素に対して設定する階
調値を、該特定画素の周辺画素に対して入力映像信号に基づいて設定された階調値を用い
て周期的に変更することを特徴とする。
【０００８】
　なお、液晶表示素子と、上記液晶駆動装置とを有する液晶表示装置も、本発明の他の一
側面を構成する。
【０００９】
　さらに、本発明の他の一側面としての液晶駆動プログラムは、コンピュータに、入力映
像信号に基づいて液晶表示素子の画素ごとの階調値を設定する処理を実行させるコンピュ
ータプログラムである。該液晶駆動プログラムは、コンピュータに、液晶表示素子の特定
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画素に対して入力映像信号に基づいて設定された階調値を用いて、該特定画素にディスク
リネーションが発生するか否かを判定させ、ディスクリネーションが発生すると判定した
場合に、特定画素に対して設定する階調値を、該特定画素の周辺画素に対して入力映像信
号に基づいて設定された階調値を用いて周期的に変更させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、特定画素に発生したディスクリネーションによる画質劣化を低減させ
ることができ、良好な画質の画像を表示させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施例１である画像プロジェクタの構成を示すブロック図。
【図２】実施例１におけるディスクリネーション推定処理および液晶駆動処理を示すフロ
ーチャート。
【図３】実施例１の液晶駆動処理にて用いられる階調値シフトテーブルを示す図。
【図４】実施例１の液晶駆動処理における階調値シフトを示す図。
【図５】本発明の実施例２の液晶駆動処理における階調値シフトを示す図。
【図６】本発明の実施例３における液晶駆動処理を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図１には、本発明の実施例１である液晶表示装置としての液晶プロジェクタ１００の構
成を示している。なお、本実施例および後述する他の実施例では液晶プロジェクタについ
て説明するが、本発明の他の実施例には直視型液晶モニタ等の液晶プロジェクタ以外の液
晶表示装置も含まれる。
【００１４】
　液晶プロジェクタ（以下、単にプロジェクタという）１００には、不図示の映像ソース
から映像信号（以下、入力映像信号という）１０１が入力される。映像信号処理部１０２
は、入力映像信号１０１を後述する液晶パネル１０８の解像度に応じて解像度変換する。
また、映像信号処理部１０２は、該解像度変換後の映像信号を、投射画像にて実現する色
や階調性、さらに空間フィルタ特性に応じて液晶パネル１０８を駆動するための階調値（
以下、入力階調値という）と同期信号に変換する。入力階調値および同期信号は、ディス
クリネーション推定処理部１０３に入力される。
【００１５】
　ディスクリネーション推定処理部１０３は、入力階調値に基づいて、液晶パネル１０８
におけるディスクリネーションの発生を推定する処理を行う。このディスクリネーション
推定処理の具体例については後述する。
【００１６】
　階調設定部１０４は、液晶パネル１０８のうちディスクリネーション推定処理部１０３
によりディスクリネーションの発生が推定されなかった画素については、映像信号処理部
１０２からの入力階調値をそのまま駆動階調値として液晶駆動部１０５に出力する。また
、階調設定部１０４は、ディスクリネーション推定処理部１０３によりディスクリネーシ
ョンの発生が推定された画素（以下、特定画素という）については、その駆動階調値に対
してディスクリネーションによる画質劣化を低減させるための処理を行う。そして、画像
劣化低減処理後の駆動階調値を液晶駆動部１０５に出力する。画質劣化低減処理の具体例
については後述する。なお、入力階調値のまま（ここでは画像劣化低減処理を受けていな
い意味）の駆動階調値は、入力映像信号に基づいて設定された駆動階調値であり、以下の
説明では、入力階調値に対応する駆動階調値という。
【００１７】
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　液晶駆動部１０５は、階調設定部１０４から入力された駆動階調値および同期信号を液
晶表示素子である液晶パネル１０８を駆動するためのドライブ信号に変換する。液晶駆動
部１０５が駆動可能な液晶パネルには、アナログ液晶パネルとデジタル液晶パネルとがあ
る。アナログ液晶パネルを駆動する場合は、液晶駆動部１０５は、該パネルの画素電極に
印加する電圧を直接またはアンプを介してパネルに供給する。一方、デジタル液晶パネル
を駆動する場合は、液晶駆動部１０５は、パネル階調値をＨとＬの２値信号の組み合わせ
（駆動パターン）に変換し、この駆動パターンに応じて画素電極に印加する電圧のパルス
幅変調を行う。駆動パターン中のＨの数に比例したパルス信号が画素電極に印加されるの
が理想的であるが、実際には液晶パネルや周辺回路による応答特性によってパルス信号が
鈍ってしまい理想的な関係にならない場合が多い。このような場合に、互いに隣接する２
つの画素のそれぞれの階調値が所定の関係にあると、そのうちの少なくとも一方の画素に
ディスクリネーションが発生する可能性が高くなることが知られている。本実施例は、特
にこのような場合にディスクリネーションによる画質の劣化を低減させる効果を有する。
【００１８】
　なお、映像信号処理部１０２、ディスクリネーション推定処理部（ディスクリネーショ
ン判定手段）１０３、階調設定部（設定手段）１０４および液晶駆動部１０５により、液
晶プロジェクタ１００内の液晶駆動装置が構成される。
【００１９】
　光源１０６には、高圧水銀ランプ等の放電発光管もしくはＬＥＤまたはレーザ等が用い
られる。光源１０６からの光は、照明光学系１０７を通して液晶パネル１０８を均一に照
明する照明光として液晶パネル１０８に導かれる。液晶駆動部１０５により駆動される液
晶パネル１０８は照明光を画素ごとに変調して画像光を生成する。なお、図示はしないが
、実際の液晶プロジェクタ１００には、ＲＧＢ（またはＣＭＹ）の３色用の３つの液晶パ
ネル１０８が設けられている。液晶パネル１０８により変調された画像光は、投射光学系
１０９を通して不図示のスクリーン等の被投射面に投射される。
【００２０】
　次に、図２（Ａ）のフローチャートを用いて、液晶パネル１０８に対するディスクリネ
ーション推定処理について説明する。本処理は、ＣＰＵやＩＣ等のコンピュータとして構
成された上述の液晶駆動装置に含まれるディスクリネーション推定処理部１０３により、
コンピュータプログラムである液晶駆動プログラムに従って実行される。また、本処理は
、図２（Ｂ）に示す後述する液晶駆動処理中の一部ステップ（ステップＳ２１１）におい
てｃｈｅｃｋとして実行される。
【００２１】
　ステップＳ２０１において、ディスクリネーション推定処理部１０３は、映像信号処理
部１０２から入力された互いに隣接する２つの画素（以下、隣接２画素という）のそれぞ
れの入力階調値Ｐ１，Ｐ２を読み込む。
【００２２】
　ステップＳ２０２において、ディスクリネーション推定処理部１０３は、ステップＳ２
０１において読み込んだ隣接２画素の入力階調値Ｐ１，Ｐ２がディスクリネーションが発
生する条件を満たしているか否かを判定する。ここでは、入力階調値Ｐ１，Ｐ２が、それ
ぞれ２つの上限と下限の閾値により定義された２つの所定範囲内にあるか否かという判定
を行う。具体的には、入力階調値Ｐ１，Ｐ２のうち小さい方（一方）がThreshold1 以上
でThreshold2 以下の第１の所定範囲内に含まれ、かつ大きい方（他方）が Threshold3 
以上でThreshold4 以下の第２の所定範囲内に含まれるか否かを判定する。ただし、Thres
hold1 ＜Threshold3であり、Threshold2＜Threshold4である。
【００２３】
　ディスクリネーション推定処理部１０３は、この条件が満たされている場合は、その隣
接２画素のうち少なくとも一方の画素（特定画素）にディスクリネーションが発生してい
ると推定してステップＳ２０３に進む。また、該条件が満たされなかった場合はディスク
リネーションが発生しないと推定してステップＳ２０４に進む。
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【００２４】
　上記条件は、隣接２画素の階調値の差がディスクリネーションが発生する条件を満たす
が、その差が大き過ぎないという条件である。これは以下の２つの理由による。第１に、
隣接２画素の階調値の差が大き過ぎる場合とは、文字のような高コントラスト画像が表示
される場合である。このような場合は、後に詳述する画質劣化低減処理が行われないよう
にして、高コントラスト画像のコントラストの低下を避けた方が好ましい。第２に、ディ
スクリネーションが最も画質劣化を引き起こすのは、複数の画素にわたって階調値がなだ
らかに変化している途中に輪郭状に色が付いてしまう場合である。このため、そのように
輪郭状に色が付いた画素（特定画素）に対してのみ画質劣化低減処理が行われるようにす
るためである。
【００２５】
　ステップＳ２０３では、ディスクリネーション推定処理部１０３は、ディスクリネーシ
ョンが発生していることを示すＴＲＵＥを出力する。また、ステップＳ２０４では、ディ
スクリネーション推定処理部１０３は、ディスクリネーションが発生していないことを示
すＦＡＬＳＥを出力する。そして、本処理を終了する。
【００２６】
　なお、本処理のステップＳ２０２にて説明したディスクリネーションの発生を推定する
条件は例に過ぎず、他の条件により推定してもよい。例えば、パネル階調値Ｐ１，Ｐ２の
差が所定値より大きいという条件を満たすことでディスクリネーションの発生を推定して
もよい。
【００２７】
　次に、図２（Ｂ）のフローチャートを用いて、ディスクリネーション推定処理部１０３
および階調設定部１０４により上述した液晶駆動プログラムに従って実行される液晶駆動
処理について説明する。ここでは、ＲＧＢの３色用の３つの液晶パネル１０８のうちＧ用
の液晶パネルに対して液晶駆動処理が行われる場合について説明する。
【００２８】
　ステップＳ２１０において、階調設定部１０４は、液晶パネル１０８から、注目画素Ｇ
（ｘ，ｙ）と該注目画素に上下左右にて隣接する画素Ｇ（ｘ－１，ｙ），Ｇ（ｘ＋１，ｙ
），Ｇ（ｘ，ｙ－１），Ｇ（ｘ，ｙ＋１）のそれぞれとからなる４組の隣接２画素を選択
する。そして、ディスクリネーション推定処理部１０３は、該４組の隣接２画素に対して
、図２（Ａ）のフローチャートで説明したディスクリネーション推定処理（例えばｃｈｅ
ｃｋ（Ｇ（ｘ，ｙ），Ｇ（ｘ－１，ｙ））を行う。これらの処理は、液晶パネル１０８の
全画素に対して行われる。すなわち、液晶パネル１０８の全画素から全ての隣接２画素が
選択され、それぞれの隣接２画素に対するディスクリネーション推定処理が行われる。
【００２９】
　ここで、液晶パネル１０８における有効表示領域の最外周の画素よりも外側には画素が
全く存在しない場合と黒表示状態で駆動されている画素が存在する場合とがある。後者の
場合は、その黒表示画素まで含めた隣接２画素でディスクリネーション推定処理を行えば
よい。また、前者の場合は、最外周の画素の外側に黒表示状態で駆動されて画素があるも
のとみなしてディスクリネーション推定処理を行えばよい。
【００３０】
　本ステップでのディスクリネーション推定処理の結果としてＴＲＵＥが出力された場合
は、階調設定部１０４は、ステップＳ２１２に進んで、上述した特定画素に対する画質劣
化低減処理を行い、該処理後の特定画素のパネル階調値を液晶駆動部１０５に出力する。
一方、ディスクリネーション推定処理の結果としてＦＡＬＳＥが出力された場合は、階調
設定部１０４は、特定画素について画質劣化低減処理を行うことなく映像信号処理部１０
２からの入力階調値に対応する駆動階調値を液晶駆動部１０５に出力する。そして、本処
理を終了する。
【００３１】
　図３および図４を用いて、画質劣化低減処理の具体例について説明する。階調設定部１
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０４は、特定画素に対して設定する駆動階調値（以下、特定画素の駆動階調値という）を
、該特定画素の周辺に位置する周辺画素に対して入力階調値に対応して設定された駆動階
調値を用いて周期的に変更する。より詳しくは、特定画素の駆動階調値を、該特定画素の
数よりも多い複数の周辺画素（以下、周辺画素群という）の一部である少なくとも１つの
周辺画素（以下、選択周辺画素という）に対して入力階調値に対応して設定された駆動階
調値を用いて周期的に変更する。さらには、選択周辺画素を周辺画素群において循環的に
変更する。周辺画素群には、少なくとも特定画素に対して上下、左右および斜め方向のい
ずれかにおいて隣接する画素を含む。
図３には、このような特定画素の駆動階調値の周期的な切り替えおよび上記選択周辺画素
の循環的な変更（以下、これらをまとめて階調値シフトという）を行うために用いられる
階調値シフトテーブルを示している。
【００３２】
　階調設定部１０４は、１映像フィールド周期で０～７までカウントアップし、その後１
映像フィールド周期で０までカウントダウンするフィールドカウンタを有する。階調設定
部１０４は、カウントアップ／ダウンとともに上記テーブルを参照し、画質劣化低減処理
の対象である特定画素Ｇ（ｘ，ｙ）の駆動階調値を、該テーブルにおいて指示された選択
周辺画素Ｇ（ｘ＋ｄｘ，ｙ＋ｄｙ）の駆動階調値に順次変更する。例えば、フィールドカ
ウンタが５のときには、特定画素Ｇ（ｘ，ｙ）の駆動階調値Ｉ（ｘ，ｙ）が選択周辺画素
Ｇ（ｘ，ｙ＋１）の駆動階調値Ｉ（ｘ，ｙ＋１）に変更される。なお、図３に示した階調
値シフトテーブルは例に過ぎず、他の階調値シフトテーブルを用いてもよい。
【００３３】
　図４には、図３に示した階調値シフトテーブルを用いて階調設定部１０４が行う画質劣
化低減処理における階調値シフトの方法を示している。図中の４０１は液晶パネル１０８
の一部の画素領域を示しており、Ｐ１１～Ｐ５６は該画素領域に含まれる画素ごとの駆動
階調値を示す。ＡとＢは画質劣化低減処理の対象である特定画素に対して入力階調値に対
応するように設定された駆動階調値を示す。なお、図４では、隣接２画素をそれぞれ特定
画素として、それらの駆動階調値を周期的に変更する場合について説明する。ただし、特
定画素を隣接２画素のうち一方としてもよい。このことは、後述する実施例２でも同じで
ある。
【００３４】
　４０２はフィールドカウンタ０に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して左上側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ２２，Ｐ
２３に書き換えられる。
【００３５】
　４０３はフィールドカウンタ１に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して上側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ２３，Ｐ２
４に書き換えられる。
【００３６】
　４０４はフィールドカウンタ２に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して右上側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ２４，Ｐ
２５に書き換えられる。
【００３７】
　４０５はフィールドカウンタ３に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して右側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｂ，Ｐ３５に
書き換えられる。
【００３８】
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　４０６はフィールドカウンタ４に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して右下側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ４４，Ｐ
４５に書き換えられる。
【００３９】
　４０７はフィールドカウンタ５に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して下側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ４３，Ｐ４
４に書き換えられる。
【００４０】
　４０８はフィールドカウンタ６に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して左下側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ４２，Ｐ
４３に書き換えられる。
【００４１】
　４０９はフィールドカウンタ７に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して左側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ３２，Ａに
書き換えられる。
【００４２】
　本実施例では、上述したように特定画素の駆動階調値を周辺画素群のうち選択周辺画素
の駆動階調値を用いて周期的に変更する。言い換えれば、特定画素の駆動階調値を選択周
辺画素の駆動階調値で置き換える。これにより、特定画素にて発生するディスクリネーシ
ョンによる画質劣化を低減させる（目立たなくする）ことができる。
【００４３】
　なお、ディスクリネーション推定処理をＧ用の液晶パネルを用いて行っても、ディスク
リネーションが発生すると推定された特定画素に対する画質劣化低減処理をＲＧＢ用の３
つの液晶パネルに対して行うことが望ましい。また、ディスクリネーション推定処理をＲ
ＧＢ用の３つの液晶パネルに対して行い、そのうちディスクリネーションが発生すると推
定された液晶パネルが１つであったとしても、画質劣化低減処理をＲＧＢ用の３つの液晶
パネルに対して行うことが望ましい。
【実施例２】
【００４４】
　次に、本発明の実施例２について、図５を用いて説明する。本実施例における液晶プロ
ジェクタの構成およびディスクリネーション推定処理の内容はいずれも実施例１と同じで
ある。本実施例は、画質劣化低減処理における画素値シフトの方法が実施例１と異なる。
具体的には、図３に示したフィールドカウンタ０～７に応じて、特定画素Ｇ（ｘ，ｙ）の
駆動階調値を、該テーブルにおいて指示された選択周辺画素Ｇ（ｘ＋ｄｘ，ｙ＋ｄｙ）の
駆動階調値に順次変更する点は実施例１と同じである。ただし、この特定画素の駆動階調
Ａ，Ｂの変更に伴って、選択周辺画素とは異なる周辺画素Ｇ（ｘ－ｄｘ，ｙ－ｄｙ）の駆
動階調値をＡ，Ｂに変更する。
【００４５】
　５０１は液晶パネル１０８の一部の画素領域を示しており、Ｐ１１～Ｐ５６は該画素領
域に含まれる画素ごとの駆動階調値を示す。ＡとＢは画質劣化低減処理の対象である特定
画素に対して入力階調値に対応するように設定された駆動階調値を示す。なお、図５でも
、隣接２画素をそれぞれ特定画素としてそれらの駆動階調値を周期的に変更する場合につ
いて説明する。
【００４６】
　５０２はフィールドカウンタ０に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
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定画素に対して左上側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ２２，Ｐ
２３に書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち特定画素に対して右下側
に位置する隣接２画素の駆動階調値がＡ，Ｂに書き換えられる。
【００４７】
　５０３はフィールドカウンタ１に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して上側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ２３，Ｐ２
４に書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち特定画素に対して下側に位
置する隣接２画素の駆動階調値がＡ，Ｂに書き換えられる。
【００４８】
　５０４はフィールドカウンタ２に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して右上側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ２４，Ｐ
２５に書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち特定画素に対して左下側
に位置する隣接２画素の駆動階調値がＡ，Ｂに書き換えられる。
【００４９】
　５０５はフィールドカウンタ３に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して右側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｂ，Ｐ３５に
書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち左側の特定画素（駆動階調値Ｂ
）に対して左側に位置する画素の駆動階調値がＡに書き換えられる。
【００５０】
　５０６はフィールドカウンタ４に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して右下側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ４４，Ｐ
４５に書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち特定画素に対して左上側
に位置する隣接２画素の駆動階調値がＡ，Ｂに書き換えられる。
【００５１】
　５０７はフィールドカウンタ５に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して下側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ４３，Ｐ４
４に書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち特定画素に対して上側に位
置する隣接２画素の駆動階調値がＡ，Ｂに書き換えられる。
【００５２】
　５０８はフィールドカウンタ６に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して左下側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ４２，Ｐ
４３に書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち特定画素に対して右上側
に位置する隣接２画素の駆動階調値がＡ，Ｂに書き換えられる。
【００５３】
　５０９はフィールドカウンタ７に対応する階調値シフトが行われたときの画素ごとの階
調値の配置を示している。特定階調の駆動階調値Ａ，Ｂはそれぞれ、周辺画素群のうち特
定画素に対して左側に位置する選択周辺画素である隣接２画素の駆動階調値Ｐ３２，Ａに
書き換えられる。また、これとともに、周辺画素群のうち右側の特定画素（駆動階調値Ａ
）に対して右側に位置する画素の駆動階調値がＢに書き換えられる。
【００５４】
　本実施例では、実施例１と同様に、特定画素の駆動階調値を選択周辺画素の駆動階調値
を用いて周期的に変更する。つまりは、特定画素の駆動階調値を選択周辺画素の駆動階調
値で置き換える。これにより、特定画素にて発生するディスクリネーションによる画質劣
化を低減させる（目立たなくする）ことができる。さらに、本実施例では、もともとの特
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定画素の駆動階調値で他の周辺画素の駆動階調値を置き換える。このように、もともとの
特定画素の駆動階調値を残すことで、より元の階調値の再生状態に近づけながら、ディス
クリネーションによる画質劣化を低減することができる。
【００５５】
　なお、上述した実施例１，２では、周辺画素に対して入力階調値に対応して設定された
駆動階調値をそのまま特定画素の駆動階調値に置き換える場合について説明した。しかし
、周辺画素に対して入力階調値に対応して設定された駆動階調値に所定の処理（演算）を
行って得られた階調値で特定画素の駆動階調値を置き換えるようにしてもよい。すなわち
、特定画素の駆動階調値をその周辺画素の駆動階調値を用いて変更するとは、単に周辺画
素の駆動階調値で特定画素の駆動階調値を置き換えるに留まらない。例えば、複数の周辺
画素間での平均階調値を特定画素の駆動階調値として用いることができる。また、実施例
１，２の画像低減処理が空間的なローパスフィルタ処理に相当するため、周辺画素の駆動
階調値からハイパスフィルタ処理に相当する階調値を算出してこれを特定画素の駆動階調
値として用いてもよい。
【実施例３】
【００５６】
　次に、本発明の実施例３について説明する。図６のフローチャートには、本実施例で行
われる液晶駆動処理を示している。本実施例における液晶プロジェクタの構成、ディスク
リネーション推定処理および画像劣化低減処理の内容はいずれも実施例１または実施例２
と同じである。ただし、本実施例では、ディスクリネーション推定処理および画像劣化低
減処理を行う前に、入力映像信号１０１が静止画を表示する信号（静止画信号）か否かを
判定する。
【００５７】
　ステップＳ６０１では、ディスクリネーション推定処理部１０３または階調設定部１０
４は、映像判定手段として、入力映像信号１０１が静止画信号か否か（つまりは液晶プロ
ジェクタ１００として静止画を投射中か否か）を判定する。具体的には、入力映像信号１
０１において連続する複数のサブフィールド（またはフレーム）間において、抽出した複
数の特徴点がいずれも移動していないか否かを判定したり、ヒストグラムの変化が小さい
所定範囲内であるか否かを判定したりする。ただし、入力映像信号１０１が静止画信号か
否かの判定方法はどのようなものを用いてもよい。
【００５８】
　入力映像信号１０１が静止画信号ではない（動画を表示する動画信号である）判定され
た場合は、ディスクリネーション推定処理部１０３および階調設定部１０４はそれぞれ、
ディスクリネーション推定処理および画像劣化低減処理を行わない（制限する）。一方、
入力映像信号１０１が静止画信号であると判定された場合は、ディスクリネーション推定
処理部１０３および階調設定部１０４はそれぞれステップＳ６０２，Ｓ６０３にてディス
クリネーション推定処理および画像劣化低減処理を行う。
【００５９】
　本実施例では、静止画信号に対しては画質劣化低減処理を行うが、動画信号に対しては
画質劣化低減処理を行わない。静止画信号に対してのみ画質劣化低減処理を行うのは、動
画表示時にはディスクリネーションによる画質劣化が目立ちにくく、また画質劣化低減処
理は基本的に空間的なローパスフィルタ処理に相当し、若干ではあるが動画の画質を劣化
させるおそれがあるためである。
（その他の実施例）
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。ま
た、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【００６０】
　以上説明した各実施例は代表的な例にすぎず、本発明の実施に際しては、各実施例に対
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して種々の変形や変更が可能である。
【符号の説明】
【００６１】
１００　液晶プロジェクタ
１０３　ディスクリネーション推定処理部
１０４　階調設定部
１０８　液晶パネル

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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